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第５ 学年 道徳 学習 指導案

日時 平成１６年１１月９日（火）授業Ⅱ
学級 ５年１組 男１６名女１１名計２７名
授業者 伊 藤 久 美

社会のために進んで働くⅠ 総合単元名

Ⅱ 総合単元のねらい
相手の立場に立って考えることの大切さに気付き、一生懸命働こうとする心情を育てる。

Ⅲ 総合単元的な道徳学習の構想について
核家族や少子化が進み、高齢者や幼い子とふれ合う機会が減り、子どもたちは相手の立場に立って

。 、 、 、考える経験が少なくなっている また 生活が豊かになり ボタン一つで何でもできるような中では
勤労意欲も低くなりがちであり、家庭や地域における勤労経験は確実に減少してきている。子どもた
ちの中には、困っている人やお年寄りに親切にしてあげたい、自分もみんなのために働きたいという
意欲をもっている子もいるが、それを実行できる場がわからないことと経験がないことで、自分の力
を生かすチャンスを逃しているようにも見受けられる。そこで、立場の違う人たちにも思いやりの心
をもつとともに、自分でできることを進んで考え、社会に実践的にかかわっていこうとする心構えを
育てることが大切であると考え、総合単元「社会のために進んで働く」を設定した。
本単元では 「出会う」の段階としてオリエンテーション「社会をつくる」や道徳「くずれ落ちた、

だんボール箱」で自分の気持ちに置き換えて相手の立場を思いやることができる本当の親切について
考えさせ「深める」につなげていきたい 「深める」の段階では 「総合的な学習の時間」の私たちに。 、
できることでの活動や道徳「ボランティアクラブに入って」を通して、自己の満足感だけでなく社会
のために役立つという実感を考える。さらに、働くことが喜びとなり、その人の生きがいともなって

。「 」 、「 」 「 」くることを理解させたい 生かす の段階では 総合的な学習の時間 での 私たちにできること
の身近なボランティア体験を通して実践的な態度を身に付けさせていきたい。

子どもたちの親切、社会奉仕にかかわっての実態を知るために、意識調査を行った。結果は以下の通
りである。

「共に生きる」に関する意識調査 （調査人数５年 ５４名）
１ あなたはだれかに親切にされたことがありますか。

・ある ４２名 ・ない １２名
○ それはどんなことですか。

ある人・・・荷物をもってくれた。
やさしい言葉をかけてくれた。
けがをしたとき保健室に連れて行ってくれた。

２ あなたはだれかに親切にしたことがありますか。
・ある ４２名 ・ない １２名

○ それはどうしてですか。
・困っている人がいるから。
・親切にしてもらったことがあるから。
・大変そうだったから。
・だれも助けていなかったから。

３ あなたが親切にしようとしてできなかったことがありますか。
・ある ２２名 ・ない ３２名

○ それはなぜですか。
・はずかしかったから。
・やろうと思っていたら他の人に先を越された
・本当に手を貸していいのかわからなかった
・ いい」と断られた「

４ 社会の役に立つことをしていますか。それはどんなことですか。

①老人ホームの慰問をした。 ５名 ②廃品回収をした。 ２７名
③共同募金に協力した。 ３６名 ④体の不自由な方の手伝いをした。 ８名
⑤知らない小さい子が困っているのを助けた。 ８名
⑥小さい子どものお世話をした。 １２名
⑦その他（ ） ０名

意識調査の結果から、社会のために働きたい人に親切にしたいという気持ちを多くの児童がもって
いることがわかる。しかし、実際の生活の中では親切にすることを恥ずかしいと思い行動に起こせな
かった経験をもつ子どもも多い。また、地域や公共のための活動は子ども会で決められているからや
るという主体的ではない行動が多い。自分が社会の一員として人とのかかわりを大切にし、相手のこ
とを思いながら、行動していこうとする態度がまだ充分に育っていないと思われる。
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Ⅳ 総合単元の構想

段階 時期 意識の流れ 教 科 特別活動 日常生活 家庭・地域
月 ・私たちにできる10

２週 ことって何かあ オリエンテーション
るのかなあ。 「社会をつくる」

・これまで自分が周りの人からどのようなお世
話をしてもらってきているかを振り返らせ
る。

・自分と社会との関わり方を振り返らせる。
出 月10

３週 ・フィランに行っ 総合的な時間の学習
て私たちができ 「私たちにできること」
ることは何だろ ・フィランに行くための計画を立てさせ

会 う。 る。

う
・友だちもいいこ 帰りの会
とをたくさんし ・今日一日の生活を
ているぞ、わた 振り返り、一日一
しもできるか 善したことやして
な。 もらったことを発

表したり、聞いた
りさせる。

月10
４週

・認められるから 道徳の時間（１時間）
ではなく自然に 主題名 困った人の身になって ２－（２）
体が動いてしま 資料名 くずれ落ちただんボール箱 （出典 東書）
うのが思いやり ねらい 困っている人を見たときには、その人の身になって
や親切なんだな 考え、親切にしようとする態度を育てる。
あ。

心のノート
・ｐ４２からｐ４３
・思いやりカードを書かせ
る

月 ・ボランティアを11
１週 しにいくけれど 総合的な学習の時間

深 お年寄りは喜ん ・フィランに行って老人の方々と実際
でくれるかな に接しお世話する中で、充実感を味わ
あ。 わせる。

・思ったより喜ん
でくれたぞ。も
っとできること 学級活動

め はないかな。 「手紙を書こう」
・喜んでもらえる ・触れ合った人々にお礼の
ようにお手紙を 手紙を書かせる。
書こう。

月11
る ２週 ・僕たちも悩んだ 道徳の時間（本時）

ことだ。相手の 主題名 奉仕するよろこび ４－（４）
ことを思ったう 資料名 「ボランティアクラブに入って （出典 文渓堂」
えでの行動が必 ねらい ボランティア活動の意義を理解し、社会のために奉仕しよ
要なんだね。 うとする態度を育てる。

月11
３週 ・お年寄りだけで

生 なく、いろいろ 総合的な学習の時間
な人にちょっと ・幼稚園に行き幼児のお世話を 高学団集会
したボランティ したり、公園の掃除をしたり、 「ボランティアについて知っ

か アをしてみたい 再びフィランに行き前回できな てもらおう」
6な。 かった活動をするなど自分の決 ・自分達で活動したことを

・人のためと思っ めたボランティアを行わせる。 年生に発表をすると共に、
す てやったボラン 冬休みに取り組んでみたい

ティアだけれど ことを発表させる。
自分の喜びにつ
ながるんだね。

社会のために進んで働く子ども
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Ⅴ．本時の指導
奉仕する喜び ４－（４） 勤労・奉仕１ 主題名

「ボランティアクラブに入って」 （出典： ５年の道徳」文渓堂）２ 資料名 「

３ ねらい
ボランティア活動の意義を理解し、社会のために奉仕しようとする心情を育てる。

４ 主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について

指導内容・高学年の４－（４）は 「働くことの意義を理解し、社会に奉仕する喜びを知って、
公共のために役立つことをする」である。これは、勤労が自分のためだけではなく社会生活を支
えるものであることを理解し、積極的に役に立つ活動に取り組めるようにする態度を育てようと
する内容項目である。
人間は、社会の中で人とかかわって存在し、自己実現を目指して日々努力している。この営み

の中で生きがいを見いだし、社会を支え合う充実感を得ることは、人間の喜びでもある。
この時期の児童は、人のために役に立ちたい、家庭でのお手伝いをしたいという勤労、奉仕の

意欲をもっている。しかし、実際に自分から進んでちょっとしたボランティアをしてみようとす
るところまで行動力がついていない。また、どんなことがボランティアなのかというイメージが
つかめていない。そこで、この時期に、社会の一員として手伝いや仕事、奉仕の体験を通じて社
会と自分とのかかわりを考えることは、生きていくうえで大切なことである。多くの人々と自ら
の意思でかかわりをもち、応援したり、手助けしたりして働くことが大事であることを理解させ
ることが必要と考え、本主題を設定した。

（２）児童の実態について
、 、 。 、子どもたちは地区内清掃や リサイクル活動など 地域での様々な活動に参加している また

テレビや新聞などでボランティア活動についての報道が増えているなかで、社会のために働くと
いうことについて興味・関心のある子どももいる。しかし、それは行事として決められているか
らとか、例年やっているからとかという理由であり、自分から進んで人のために働くという気持
ちが動いての活動ではない。現代は核家族化や物質的な豊かさがあり、家庭内での児童の勤労体
験の機会は減少し子どもたちは消極的である。
意識調査からも地域や社会のために活動したといっている子がほとんどである。しかし、これ

は主体的な活動とは言い難い。
道徳「くずれ落ちただんボール箱」で、人の身になって親切にすることの大切さを学んだ。そ

の後に「総合的な学習の時間」の中での「ボランティア体験」ではフィランというデイサービス
センターで一日老人とのふれあい活動をした。その中で、自分から進んで知らない人に声をかけ
られなかったり、自分だけが楽しんでいたりする子もいた。ボランティアということを頭では理
解しているものの相手とどう接することが相手のためになり、また、自分のためになることなの
かがわからず行動に移すことができない。
そこで、事前にボランティア活動をまとめさせておくことにする。ボランティア活動の大切さ

に気づかせるために、私たちの日常活動を振り返らせると共に自分が社会の一員として生きてい
ることを感じさせたい。そして、いろいろな活動を通してボランティア活動が何であるかに気づ
かせ、自分から進んで社会のためになるような活動ができる心を育てて、身近なところから実践
できる態度へとつなげていきたい。

（３）資料について
主人公優香は友だちに誘われてボランティアクラブに入る。老人ホームに行くことになり、担

当が決まる。優香が担当することになったのは耳が不自由なおばあさんであり、とまどいを感じ
ながらの活動になった。これでよかったのかと不安を感じながらも一生懸命お世話をするうちに
おばあさんへの気持ちがぎこちないながらも伝わる。おばあさんとの無言のやり取りに、充実感
を感じ、優香の心の中に次回の訪問への意欲がわくという内容である。
本資料では、ボランティアクラブを楽しんでいた優香が、自分の未知の世界でもあるお年寄り

のお世話をすることになり、不安に思う気持ちに充分共感させたい。お年寄りとのコミニケーシ
ョンがうまくとれず、胸の痛みを覚える優香の行為は子供たちにとっても十分共感できる内容で
あり、考えさせられる出来事である。耳の不自由な老人との交流を通して、人と接することは相
手の意思を汲み取りながらしなければならない活動であることを押さえ、これからの人との接し
方を深く考え、社会奉仕を実践しようとする意欲を高めるのに適した資料である。

５ 「心に響く道徳の時間」における指導法の工夫（仮説・・・手立て２との関わり）
ねらいにせまるために、次のような手立てを考えた。
＜ゲストティーチャ―の活用＞
・ボランティア活動をしている方をお呼びして、相手の役に立つ喜びを実感しながら活動に励ん
でいることについて話していただくと共に、子ども達のこれからの活動について励ましたり、
助言をしていただき、更に実践への意欲付けを行いたい。
＜書く活動を取り入れた展開＞
・展開後段で 「地域や周りの人のために行動して一番嬉しかったこと」を書かせることで今ま、
での自分を振り返らせこれからの実践意欲を高めたい。
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６ 資料分析図

場 面 登場人物の心の動き 子どもの意識 発問の意図・発問

①保育士になることを （優香） ・友だちが一緒だか ・保育士になりたい優
夢見る優香は仲良し ら入るのだろうな 香がボランティアク
のあずさに誘われ ・あすかがいるから安 ・夢に向かっての練 ラブに入ったときの
て、休日に活動して 心。 習ができるので喜 気持ちを押さえる。
いるボランティアク ・保育園で小さい子ども んでいるんだろう
ラブへの参加を決め 達の世話がしたいな。 な。
た。 ・楽しそうだな。 ・休日にボランティ 〇優香はボランティ

ア活動をするなん アクラブにどんな
てえらいな。 気持ちで入ったで

しょう。

②お年寄りとの交流が ・この場から逃げ出した ・悩んでいるのだろ ・おばあさんの部屋の
初めてで、気が重い い。 うな。 前で葛藤する優香の
優香。担当の車椅子 ・もう一度声を掛けてみ ・おばあさんが返事 気持ちに共感させる
に乗ったおばあさん たいけど、また返事が をしないので嫌な
に何度声をかけても 無かったら嫌だな。 のだろうな。
返事が無く、優香は ・勇気を出して入ってみ ・耳が不自由でもせ ○優香はおばあさん
立ちすくんでしまっ よう。 っかくクラブで来 の部屋の前で何を考
た。しばらく考えた ・喜んでもらうために来 たのだから活動し えていたのでしょ
後に部屋に入ってい たのだからがんばろう ないといけないな う。
った。

③活動を始めた優香。 ・どうやったら、おばあ ・なんとかして会話 ・優香の行動は相手に
黙ったままで掃除が さんと会話ができるか をしたかったのだ 喜んでもらおうとし
終わり、片付けをし な。 ろうな。 たものであることに
ているとふと目が合 ・耳の不自由な人だから ・手話ならわかって 気付かせる。
う。とっさに手話を 手話をつければ歌がわ くれると思ったの
つけた歌をプレゼン かるかな。 だろうな。
トすることを思いつ ・喜んでもらえたらいい ・そんなにまでして
き歌った。 な。 もおばあさんと話

がしたかったのだ 〇優香がおばあさん
ろうな。 の前で手話をつけ

て歌を歌ったのは
どうしてでしょう

④別れ際に涙を浮かべ ・喜んでもらえて嬉し ・優香の気持ちがわ ・おばあさんの涙を見
て握手をしてくれた い。 かってくれてうれ て、優香が奉仕する
おばあさんの姿に優 ・もっと手話を練習して しいのだろうな。 ことの喜びを知り、
香は喜びを感じる。 お話がしたい。 ・やっと心が通じ合 その上充実感を味わ
次の訪問が楽しみに ・ありがとう えたな。 っていることを押さ
なるのだった。 ・最後まであきらめ えさせる。

ないでよかったと
思っているのだろ 〇涙を流すおばあさ
うな。 んの手に触れなが

ら、優香はどう思
っただろう。
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７ 展 開

段 学 習 の 流 れ 予想される児童の反応 支 援 の 手 だ てと評価の観点

階

１ デイサービスセンターを ・どきどきしたけれど積極的 ・デイサービスセンター訪問の
導 訪問したときのことを振り に話すことができた。 際の写真を提示し、なかなか

返る。 ・どう接していいか分からな 行動に移せないときの気持ち
入 かった。 を思い出させ、ねらいとする
５分 ・交流があまりできなかった 価値への意識をもたせる。。

２ 資料「ボランティアクラ
ブに入って」を読み、話し
合う。

展
優香はボランティアクラブにどんな気持ちで入ったでしょ ・優香が友だちに誘われてボラ
う。 ンティアクラブに入ったとき

の気持ちを押さえさせる。
・あすかがいるから安心。
・保育園で小さい子ども達の

開 世話がしたいな。
・楽しそうだな。

優香はおばあさんの部屋の前で何を考えていたのでしょう ・おばあさんの部屋の前で葛藤。
前 する優香の気持ちに共感させ

る。
・この場から逃げ出したい。
・もう一度声を掛けてみたい
けど、また返事が無かった
ら嫌だな。

。段 ・勇気を出して入ってみよう
・喜んでもらうために来たの
だからがんばろう。

優香がおばあさんの前で手話をつけて歌を歌ったのはど ・優香の行動は相手に喜んでも
うしてでしょう 。 らおうとしたものであること

に気付かせる。
・どうやったら、おばあさん
と会話ができるかな。

・耳の不自由な人だから手話
。をつければ歌がわかるかな

・喜んでもらえたらいいな。

涙を流すおばあさんの手を包み込みながら、優香はどう ・おばあさんの涙を見て、優香
、思ったのでしょう。 が奉仕することの喜びを知り

その上充実感を味わっている
・喜んでもらえて嬉しい。 ことを押さえさせる。
・もっと手話を練習してお話 ・ 評）おばあさんに喜んでも（
がしたい。 らえて満足している優香の気

。２５ ・ありがとう。 持ちを考えることができたか
分

展 ３ 本時の価値に照らして、 ・今までの自分の考えや行動を
開 これからの自分の生活につ 振り返らせながら、今後の実
後 いて考える。 践へと結びつかせたい。
段 （評）本時の価値を理解し、自

今まで、社会や周りの人のために行動したことがありま 分を見つめることができ1 0
分 すか。 たか。

終 ４ ゲストティーチャ―の話 ・ボランティア活動をしている
末 を聞く。 方のお話から、さまざまな活
５分 動が行われていること、相手

の役に立つ喜びを実感しなが
ら活動に励んでいることを伝
え、活動の意欲につなげさせ
る。

８ 評価
社会に奉仕する喜びを知り、進んで行動しようとする意欲をもつことができたか。
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９ 板書計画
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っ
た
ら
お
ば
あ
さ
ん
と
会
話
が
で
き
る
の
か
。

・
手
話
を
つ
け
れ
ば
わ
か
る
か
な
。

・
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
い
い
な
。

涙
を
流
す
お
ば
あ
さ
ん
の
姿

・
喜
ん
で
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
。

挿
絵
②

・
も
っ
と
手
話
を
練
習
し
よ
う
。

奉
仕
す
る
喜
び
は
自
分
の
喜
び
で
も
あ
る

道
徳
ノ
ー
ト

五
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

☆
今
ま
で
社
会
や
周
り
の
人
の
た
め
に
行
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
そ
の
時
の
気
持
ち
は
ど
う
で
し
た
か
。

☆
感
想

今
日
の
学
習
を
振
り
返
っ

て

◎

○

△

♪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
か
。

♪
お
友
達
の
話
を
聞。

く
こ
と
が
で
き
た
か

♪
挙
手
・
発
言
が
で

き
た
か
。
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